
平成30年１月１日現在
世帯数
　男
　女
総人口

８８６戸
９７１人

１，０３１人
２，００２人

新成人！

１月７日に松本市総合体育館で成人式
が行われました。入山辺地区では、６
名（男性２名、女性４名・住民登録上）
が新成人となりました。
成人式に参加した入山辺地区出身の６
名に今後の抱負などを聞きました！
　● 氏名（町会名） 
　① 成人式を迎えた感想と今後の 
　　  抱負
　② どんな入山辺になってほしいか
　③ 家族にむけて一言

● 須藤　風里（西桐原）
① 今まで生きた２０年が長かったはずなのに短く

感じられて、ただ驚くばかりです。これからの
道のりも長いものになるでしょうが、振り返れ
ばあっという間だったと思うことでしょう。そ
の時に、誇れはせずとも、後悔なんて無かった
といえるように、これからの人生を歩んでいき
たいです。

② 今の優しくて温かい雰囲気のままで、今よりも
もっと活気づいた賑やかな地域になればと思
います。

③  沢山の迷惑をかけましたが、これまで育ててい
ただいてありがとうございました。

● 宮坂　晃子（大和合・牛立）
① 春から社会人となるので大人の自覚をもって、社

会人として礼儀と責任ある行動をとれるようこ
れからも努力していきたいと思います。

② 他の地域からたくさんの人が訪れるような魅力
ある地域になってほしいです。

③ ２０年間、面倒を見てくれてありがとうございま
す。ちゃんと自立して家族を支えられる大人に
なります。

● 伊藤　優希（北入中部）
① 私の周りの人達はいつも優しく温か

く接してくれました。そのおかげ
でこうして無事成人式を迎えるこ
とができました。２０年間、多くの
人に支えられてきたことに心から
感謝し、今度は自分が大人の一員と
して周りの人達を支えていけたら
なと思っています。

② こののびのびとした居心地のいい空
気がいつまでも続く魅力ある地域
であって欲しいです。

③ ２０年間、本当にありがとうござい
ました。まだ学生という身分なの
で迷惑をかけることもあると思い
ますが、これから少しずつでも恩
返ししていきたいと思っています。
これからもよろしくお願いします。

● 矢島　慎吾（北入中部）
① 気づけば２０年。色々な人に迷惑を

かけながら生きてきましたが、これ
からは自立していかなければならな
いと思っています。これからは「自
己判断」「自己責任」これが大切だと
思うので、しっかり自分で判断して、
最終的な責任は自分にあると思うの
でしっかり自覚していきたい。

② 入山辺が好きなので、いつまでもこん
な感じがいいです。

③ ２０年間本当にありがとう！

● 髙砂　美奈（橋倉）
① 大人に近づいていくにつれ社会の

ルールや責任を感じるようになりま
した。それらをしっかり果たせる人
になりたいです。

② 自然がいっぱいで住みやすい入山辺
に生まれて嬉しく思っています。こ
れからも自然と人同士のつながりを
大切にする入山辺でいてほしいと思
います。

③ これまで支えてもらった分少しずつ
でも恩返しをしていきますので、こ
れからもよろしくお願いします。

● 敦森　凜子（北入中部）
① 幼い頃には２０歳になれば自然と

立派な大人になれるのだと思って
いましたが、実際に成人を迎えた
今、自分が大人になったのだとい
う実感がなかなか湧いてきません。
これから少しずつ自立と責任を身
につけ、幼い頃に思い描いた大人
の仲間入りをすることができれば
と思います。

② 子どもからお年寄りまで、生き生き
と生活できるような入山辺であっ
てほしいです。

③ ２０年間本当に沢山迷惑をかけま
した。それでも温かく見守り、支え、
育ててくれたことに感謝していま
す。今後は少しでも家族の力にな
り、恩返しできるよう頑張るので
これからもよろしくお願いします。

祝

新成人のメッセージ
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入
山
辺
地
区
防
災
訓
練

　

私
は
、
２
学
期
を
終
え
て
、
３

学
期
に
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
が

２
つ
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
図
書
館
に
行
く
こ

と
で
す
。
私
は
図
書
館
に
行
く

の
も
本
を
読
む
の
も
嫌
い
な
の

で
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
本
を
読
ん

で
し
っ
か
り
図
書
館
に
行
き
た

い
で
す
。

　

２
つ
目
は
、
社
会
の
授
業
に

し
っ
か
り
取
り
組
む
こ
と
で
す
。

社
会
の
授
業
は
つ
ま
ら
な
く
て
、

い
つ
も
先
生
の
話
し
や
社
会
の

教
科
書
を
見
な
く
て
、
テ
ス
ト
勉

強
を
い
く
ら
や
っ
て
も
１
０
０

点
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
な
の
で
、
３
学
期
は
先

生
の
話
し
を
よ
く
聞
き
、
社
会
が

楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。

　

こ
の
２
つ
を
目
標
に
し
て
３

学
期
は
中
学
に
向
け
て
一
生
懸

命
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
て

い
き
、
中
学

に
行
っ
て
も

頑
張
れ
る
よ

う
に
し
た
い

で
す
。

　

山
辺
歴
史
研
究
会
（
昭
和
51
年

１
月
発
足
会
員
94
名
）
は
、
本
年

度
の
事
業
と
し
て
、
遺
跡
の
標
柱

と
標
示
板
を
、
地
元
町
会
の
協
力

を
得
て
11
月
に
建
立
し
た
。

　

上
手
町
公
民
館
の
地
に
、
十
王

堂
跡
の
標
柱
と
、
橋
倉
公
民
館
隣

り
の
武
井
弘
明
氏
宅
の
道
路
端

に
、
橋
倉
村
郷
倉
跡
の
標
示
板
で

あ
る
。

　

明
確
な
伝
承
は
な
か
っ
た
が
江

　

松
本
市
全
域
に
震
度
６
強
の

地
震
発
生
を
想
定
し
た
、
入
山

辺
地
区
防
災
訓
練
が
11
月
26
日

に
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
14
日
に
入
山
辺
地
区

健
康
づ
く
り
推
進
員
会
で
、「
ふ

れ
あ
い
会
食
会
」
を
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
助
成
と
民
生
児
童
委
員

協
議
会
の
協
力
を
得
て
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
指
導

員
の
百
瀬
道
雄
先
生
に
よ
る
、
椅

子
に
座
っ
て
の
楽
し
い
体
操
や
、

ふ
ー
み
ん
座
と
有
志
の
方
に
よ

る
コ
メ
デ
ィ
ー
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

で
、
会
場
中
が
笑
い
声
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
人
と
の

交
流
と
親
睦
を
深
め
る
機
会
を
つ

戸
時
代
の
古
文
書
に
よ
り
、
そ
の

存
在
が
は
っ
き
り
し
た
。
郷
土
の

歴
史
で
あ
る
。

　

訓
練
の
内
容
は
、
安
否
確
認
・
避

難
所
本
部
開
設
・
避
難
所
運
営
・
救

出
・
炊
き
出
し
訓
練
及
び
発
電
機
・

投
光
器
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
は
、
防
災
行
政
無
線
で

の
一
斉
放
送
で
な
く
、
各
集
落
に
設

置
さ
れ
て
い
る
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

設
備
を
使
用
し
て
、
個
別
に
発
災
の

周
知
を
行
い
、
設
備
の
正
常
性
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

松
本
市
で
最
も
発
生
が
心
配
さ

れ
て
い
る
災
害
に
「
糸
魚
川
―
静
岡

構
造
線
系
断
層
帯
」
に
よ
る
直
下
型

地
震
が
あ
り
ま
す
。
災
害
を
な
く
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
減
ら
す
こ

と
（
減
災
）
は
で
き
ま
す
。
訓
練
を

活
か
し
て
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど

め
ま
し
ょ
う
。

く
り
、
健
康
に
つ
い
て
も
考
え
て

い
た
だ
け
る
場
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

線
の
方
面
、
薄
川
右
岸
な
ど
地
区

内
11
か
所
に
、サ
ク
ラ
、ハ
ナ
モ
モ
、

ツ
ツ
ジ
を
４
０
０
本
以
上
植
樹

し
、維
持
管
理
（
草
刈
り
、水
や
り
）

を
住
民
が
責
任
を
も
っ
て
、
行
っ

て
き
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
12
月
４
日
に
は
奥
原
造

園
の
社
長
さ
ん
の
指
導
で
、
ハ
ナ

モ
モ
の
剪
定
講
習
会
を
行
い
ま
し

た
。
10
年
、
20
年
後
の
成
長
を
楽

し
み
に
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

二
学
期
を
終
え
て
！

 

十
じ
ゅ
う
お
う
ど
う

王
堂
と
郷ご
う
く
ら
あ
と

倉
跡

山辺小６年
百瀬　心音

　

こ
ん
な
山
辺
に
す
る
じ
ゃ
ん
会

が
、
平
成
25
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
景
観
整
備
（
緑
化
）
事
業

が
、
今
年
度
の
松
本
市
景
観
賞
の

奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

畑
地
灌
漑
幹
線
道
路
（
愛
称
：

パ
ノ
ラ
マ
ラ
イ
ン
）
や
県
道
和
田

松
本
市
景
観
賞
受
賞

ふ
れ
あ
い
会
食
会
開
催
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